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１．平成20年６月中間期の連結業績(平成20年１月１日～平成20年６月30日) 

(2) 連結財政状態 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

２．配当の状況 

３．平成20年12月期の連結業績予想(平成20年１月１日～平成20年12月31日) 

(％表示は対前期増減率)

  平成２０年１２月期 中間決算短信 平成20年８月８日

上場会社名 株式会社ブリヂストン 上場取引所 東京、大阪、名古屋及び福岡 

コード番号 ５１０８ ＵＲＬ http://www.bridgestone.co.jp/ 

代表者      (役職名) 代表取締役  社長 (氏名) 荒川 詔四 

問合せ先責任者  (役職名) 資金部長  (氏名) 根上 良夫 ＴＥＬ (03)3563-6985 

半期報告書提出予定日 平成20年８月29日 配当支払開始予定日 平成20年９月１日 

(1) 連結経営成績 (％表示は対前年中間期増減率)

  売上高 営業利益 経常利益 中間(当期)純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年６月中間期 1,641,121 1.6 83,658 △18.0 68,603 △24.9 37,237 △29.7

19年６月中間期 1,615,672 13.4 102,010 21.3 91,317 28.9 52,941 61.3 

19年12月期 3,390,218 － 249,961 － 219,016 － 131,630 －

 
１株当たり中間 
(当期)純利益 

潜在株式調整後１株当たり 

中間(当期)純利益 

  円 銭 円 銭

20年６月中間期 47 72 47 72 

19年６月中間期 67 85 67 83 

19年12月期 168 69 168 65 

(参考) 持分法投資損益 20年６月中間期 1,021百万円   19年６月中間期 1,046百万円   19年12月期 2,894百万円 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭

20年６月中間期 3,282,303 1,412,082 41.9 1,762 76 

19年６月中間期 3,389,558 1,357,262 38.9 1,689 50 

19年12月期 3,359,255 1,410,225 40.8 1,757 23 

(参考) 自己資本 20年６月中間期 1,375,630百万円   19年６月中間期 1,318,336百万円   19年12月期 1,371,255百万円 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による

キャッシュ・フロー 
財務活動による

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物
期 末 残 高 

  百万円 百万円 百万円 百万円

20年６月中間期 49,237 △130,607 22,850 184,233 

19年６月中間期 122,501 △244,963 123,002 210,375 

19年12月期 333,571 △377,556 94,081 250,553 

  １株当たり配当金

  中間期末 期末 年間

  円 銭 円 銭 円 銭 
19年12月期 13 00 13 00 26 00 
20年12月期   13 00 －

26 00 
20年12月期 (予想) － 13 00 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,420,000 0.9 155,000 △38.0 117,000 △46.6 66,000 △49.9 84 48 
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)   無 

(2) 中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更(会計方針の変更に記載されるもの) 

① 会計基準等の改正に伴う変更  無 

② ①以外の変更         無 

(3) 発行済株式数(普通株式) 

(注)  １株当たり中間(当期)純利益(連結)の算定の基礎となる株式数については、31ページ「１株当たり情報」を

ご覧ください。 

(参考) 個別業績の概要 

１．平成20年６月中間期の個別業績(平成20年１月１日～平成20年６月30日) 

(2) 個別財政状態 

２．平成20年12月期の個別業績予想(平成20年１月１日～平成20年12月31日) 

(％表示は対前期増減率)

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 20年６月中間期 813,102,321株 19年６月中間期 813,102,321株

  19年12月期 813,102,321株     

② 期末自己株式数 20年６月中間期 32,719,438株 19年６月中間期 32,790,590株

  19年12月期 32,751,102株     

(1) 個別経営成績 (％表示は対前年中間期増減率)

  売上高 営業利益 経常利益 中間(当期)純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年６月中間期 505,524 0.3 36,168 △42.8 48,163 △35.2 35,903 △26.4

19年６月中間期 504,253 13.2 63,226 36.1 74,286 39.2 48,759 24.3 

19年12月期 1,052,218 － 126,118 － 135,973 － 87,341 －

 
１株当たり中間 
(当期)純利益 

  円 銭 

20年６月中間期 46 01 

19年６月中間期 62 49 

19年12月期 111 94 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭

20年６月中間期 1,638,836 1,139,823 69.5 1,460 49 

19年６月中間期 1,722,203 1,127,353 65.5 1,444 73 

19年12月期 1,742,707 1,138,850 65.3 1,459 35 

(参考) 自己資本 20年６月中間期 1,139,744百万円   19年６月中間期 1,127,343百万円   19年12月期 1,138,810百万円 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,060,000 0.7 52,000 △58.8 64,000 △52.9 48,000 △45.0 61 44 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明 

連結業績予想及び個別業績予想については、平成20年２月19日に発表した予想を修正しております。 

当資料の記載内容のうち、将来の見通し及び計画に基づく予測には、不確実な要素が含まれており、変動する可能

性を有しております。従って、実際の業績は現時点での当社の判断に対して大きく異なる可能性もあります。 

なお、詳細については６ページ「当期の見通し」をご覧下さい。 

※ その他特記事項 

当社グループのマリンホース等の販売におけるカルテル行為及び不適切な金銭支払いに関する事項について、11ペ

ージ「３.経営方針 (２)会社の経営戦略と対処すべき課題」並びに20ページ「４.中間連結財務諸表 追加情報」に

記載しております。 

また、連結業績予想及び個別業績予想での「１株当たり当期純利益」については、平成20年10月に予定している東

洋ゴム工業株式会社への第三者割当による自己株式処分(3,893千株)を考慮して算出しております。 
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１．経営成績 

(1) 経営成績に関する分析 

[当中間期の概況］ 

① 業績全般 

 当中間期の当社グループを取り巻く環境は、原材料・素材価格が高騰し、エネルギーコストが上昇する中、国

内においては、個人消費が弱まるなど経済成長に鈍化する動きが見られました。海外においては、米国では、住

宅着工件数が減少し、個人消費も停滞するなど景気は減速し、欧州でも、底堅く推移していた景気に減速傾向が

見られました。アジアでは、中国をはじめとする各地で景気の拡大が続きました。 

 このような状況のもとで、当社グループは、グループ経営の最終目標である「タイヤ会社・ゴム会社として名

実ともに世界一の地位の確立」の達成に向け、グローバルで、高い競争力を持つ商品の拡販、生産能力の増強、

生産性の向上及び技術優位性の強化などに一層の努力を続けてまいりました。更に、需要構造・競争構造の変化

に伴い事業環境が厳しさを増すことを踏まえ、当社グループが戦略商品と位置づける商品の拡販や、単なる商品

単体の販売に終わらないビジネスモデルの構築とその拡大をグループをあげて推進してまいりました。 

 この結果、売上高は16,411億円(前年同期比２％増)となりましたが、原材料価格高騰などの影響が大きく、営

業利益は836億円(前年同期比18％減)、経常利益は686億円(前年同期比25％減)、中間純利益は372億円(前年同期

比30％減)となりました。 

  

  当中間期 前中間期 
増減 

金額 伸長率 

  億円 億円 億円 ％ 

売上高 １６,４１１ １６,１５６ ＋２５４ ＋２

営業利益 ８３６ １,０２０ △１８３ △１８

経常利益 ６８６ ９１３ △２２７ △２５

中間純利益 ３７２    ５２９ △１５７ △３０
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② セグメント別業績 

(注)セグメント別の金額はセグメント間の取引を含んでおり、連結合計の金額はそれらを消去した後の数値であ

ります。 

(a) 事業の種類別 

 タイヤ部門では、国内外市場における魅力ある新商品の投入や、グローバルでの生産拠点の整備と増強など、

戦略商品を中心とした分野の強化を進めてまいりました。日本では、タイヤの販売本数は、前年並となりまし

た。米州では、北米タイヤ事業における乗用車及び小型トラック用タイヤの販売本数は、新車用は自動車生産台

数減少の影響により前年を大幅に下回ったものの、市販用は前年を上回り堅調に推移し、特にＵＨＰ(超高性能)

タイヤをはじめとする戦略商品の販売本数は前年を著しく上回りました。トラック・バス用タイヤの販売本数

は、新車用が減少した影響が大きく、前年を大幅に下回りました。欧州では、乗用車及び小型トラック用タイヤ

の販売本数は前年並となりましたが、戦略商品であるランフラットタイヤ(注)やＵＨＰタイヤの販売本数は前年

を著しく上回りました。トラック・バス用タイヤの販売本数は、前年を上回り順調に推移しました。特殊タイヤ

については、大型建設車両用ラジアルタイヤの販売本数は、引き続き旺盛な需要を背景に前年を大幅に上回りま

した。この結果、売上高は13,276億円(前年同期比２％増)となりましたが、原材料価格高騰などの影響が大き

く、営業利益は609億円(前年同期比19％減)となりました。 

 多角化部門では、売上高は3,218億円(前年同期並)となりましたが、原材料価格高騰などの影響が大きく、営

業利益は227億円(前年同期比15％減)となりました。 

（注）ランフラットタイヤ：タイヤの空気圧が失われても所定のスピードで一定距離を走行できるタイヤ 

    当中間期 前中間期 
増減 

金額 伸長率 

タイヤ部門 

  億円 億円 億円 ％

売上高 １３,２７６ １３,０４７ ＋２２９ ＋２

営業利益 ６０９ ７５０ △１４１ △１９

多角化部門 
売上高 ３,２１８ ３,２２１ △２ －

営業利益 ２２７ ２６８ △４１ △１５

連結 合計 
売上高 １６,４１１ １６,１５６ ＋２５４ ＋２

営業利益 ８３６ １,０２０ △１８３ △１８
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(b) 所在地別 

 日本では、タイヤ部門の販売本数は輸出用タイヤの減少もあり前年を下回りましたが、多角化部門は電子精密

部品などの販売が順調に推移しました。その結果、売上高は6,562億円(前年同期並)となりましたが、原材料価

格高騰などの影響が大きく、営業利益は399億円(前年同期比41％減)となりました。 

 米州では、売上高は7,136億円(前年同期比２％減)となりましたが、営業利益は、原材料価格高騰の影響があ

りましたが戦略商品を中心としたミックスの向上や売値の改善などにより191億円(前年同期比２％増)となりま

した。 

 欧州では、売上高は2,616億円(前年同期比４％増)となりましたが、原材料価格高騰や販売費の増加などの影

響が大きく、営業利益は21億円(前年同期比73％減)となりました。 

 その他地域では、積極的な拡販と生産拠点の整備、増強などにつとめた結果、中国をはじめとするアジアなど

で販売が好調に推移したこともあり、売上高は3,035億円(前年同期比16％増)となり、営業利益は203億円(前年

同期比18％増)となりました。 

    当中間期 前中間期 
増減 

金額 伸長率 

日本 

  億円 億円 億円 ％ 

売上高 ６,５６２ ６,５８５ △２２ －

営業利益 ３９９ ６８１ △２８２ △４１

米州 
売上高 ７,１３６ ７,２５２ △１１５ △２

営業利益 １９１ １８８ ＋３ ＋２

欧州 
売上高 ２,６１６ ２,５１９ ＋９７ ＋４

営業利益 ２１ ７９ △５７ △７３

その他 
売上高    ３,０３５ ２,６２０ ＋４１４ ＋１６

営業利益 ２０３  １７２ ＋３０ ＋１８

連結 合計 
売上高 １６,４１１ １６,１５６ ＋２５４ ＋２

営業利益 ８３６ １,０２０ △１８３ △１８
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［当期の見通し］ 

 当期の当社グループを取り巻く環境は、原材料や原油などの素材価格が高値で推移する中、国内での景気減速の懸念

や、米国での景気低迷に加えて、世界的な需要構造の変化や競争構造の変化が更に進むことが見込まれるなど厳しいも

のと予想されます。 

 このような状況のもと、当社グループの販売の見通しにつきましては、日本では、タイヤの販売本数は国内市場向

け、輸出用とも前年並と見込んでおります。 

 米州では、北米タイヤ事業における乗用車及び小型トラック用タイヤの販売本数は、前年を下回るものと見込んでお

りますが、トラック・バス用タイヤの販売本数については、前年並と見込んでおります。 

 欧州では、乗用車及び小型トラック用タイヤ、トラック・バス用タイヤともに、販売本数は前年を上回るものと見込

んでおります。 

  また、当社グループ全体の業績は、以下のとおり見込んでおります。 

・見通しに関する注意事項 

 当資料の記載内容のうち、将来の見通し及び計画に基づく予測には、不確実な要素が含まれており、変動する可能性

を有しております。従って、実際の業績は現時点での当社の判断に対して大きく異なる可能性もあります。 

      当期見通し 前期実績 
増減 

金額 伸長率 

      億円 億円 億円 ％ 

売上高 ３４,２００ ３３,９０２ ＋２９７ ＋１ 

営業利益 １,５５０ ２,４９９ △９４９ △３８ 

経常利益 １,１７０ ２,１９０ △１,０２０ △４７ 

 当期純利益 ６６０ １,３１６ △６５６ △５０ 

為替 

レート 

１米ドル 

 当たり 

中間期平均 １０６円 １２０円 

－ 

△１２ 

年間平均 １０３円 １１８円 △１３ 

１ユーロ 

 当たり 

中間期平均 １６２円 １６０円 ＋１ 

年間平均 １５７円 １６２円 △３ 
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(2) 財政状態に関する分析 

① キャッシュ・フローの状況 

 当中間期における当社グループの現金及び現金同等物(以下「資金」)は、全体で663億円減少し(前年同期は

121億円の増加)、当中間期末には1,842億円となりました。 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 営業活動による資金収支は、492億円の収入(前年同期比732億円の収入減)となりました。これは、たな卸資産

の増加額679億円(前年同期は50億円の増加)や、法人税等の支払額396億円(前年同期は319億円)などがあったも

のの、税金等調整前中間純利益686億円(前年同期は913億円)や、減価償却費894億円(前年同期は798億円)などが

あったことによるものです。 

 (投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 投資活動による資金収支は、1,306億円の支出(前年同期比1,143億円の支出減)となりました。これは、有形固

定資産の取得による支出1,246億円(前年同期は1,317億円)などによるものです。なお、前年同期においては、連

結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出1,096億円を含んでおります。 

 (財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 財務活動による資金収支は、228億円の収入(前年同期比1,001億円の収入減)となりました。これは、長期借入

金の返済による支出640億円(前年同期は88億円) などがあったものの、短期借入金及びコマーシャル・ペーパー

の純増加額693億円(前年同期は72億円の純増加)や、長期借入れによる収入216億円(前年同期は1,575億円)など

があったことによるものです。 

    当中間期 前中間期 
増減 

金額 

    億円 億円 億円 

営業活動によるキャッシュ・フロー ４９２ １,２２５ △７３２ 

投資活動によるキャッシュ・フロー △１,３０６ △２,４４９ １,１４３ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ２２８ １,２３０ △１,００１ 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △７７ １１５ △１９３ 

現金及び現金同等物の増減額 △６６３ １２１ △７８４ 

現金及び現金同等物の 
期首残高 ２,５０５ １,９８２ ５２２ 

中間期末残高 １,８４２ ２,１０３ △２６１ 
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② キャッシュ・フロー指標のトレンド 

(注)自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

中間期におけるキャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／(営業キャッシュ・フロー×２) 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

※ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

※ 株式時価総額は、中間期末(期末)株価終値×中間期末(期末)発行済株式数(自己株式控除後)により算出し

ております。 

※ 営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用

しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負

債を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使

用しております。 

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期の配当 

  当社は経営にあたり株主の皆様の利益を重要な課題として位置付けており、今後の事業展開に備えた経営基盤

の強化をはかりつつ、業績の向上につとめることを基本方針としています。配当につきましては、安定した配当

を継続的に実施することを基本に、当該期及び今後の業績・財政状態等を総合的に勘案して、株主の皆様のご期

待におこたえしてまいりたいと考えています。 

  配当の実施につきましては、期末配当及び中間配当の年２回とし、期末配当は定時株主総会の決議事項、中間

配当は取締役会の決議事項といたします。 

  なお、内部留保資金につきましては、国内外の生産・販売体制の整備・強化、研究開発活動等に充当し、長期

安定的な経営基盤の強化につとめてまいります。 

  当期の中間配当金につきましては、８月８日の取締役会において、１株につき13円とし、支払開始日を９月１

日とすることに決定いたしました。また、期末配当金も当中間期と同様の１株につき13円を予定しており、これ

により当期の年間配当金は１株につき26円となる見込みです。 

(4) 事業等のリスク 

  最近の有価証券報告書(平成20年３月27日提出)における「事業等のリスク」から重要な変更がないため記載を

省略しております。 

 
平成18年 

６月中間期 

平成18年 

12月期 

平成19年 

６月中間期 

平成19年 

12月期 

平成20年 

６月中間期 

自己資本比率(％) ４１.９ ３８.６ ３８.９ ４０.８ ４１.９

時価ベースの自己資本比率(％) ６２.８ ６７.８ ６０.８ ４６.２ ３８.６

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(年) ８.０ ４.７ ３.６ ２.５ ８.５

インタレスト・カバレッジ・レシオ ４.４ ７.１ ８.６ １０.１ ２.９
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２．企業集団の状況 
  

 
  

 
製品及びサービスの流れ 

タイヤ 

製造・販売 
 
BRIDGESTONE AMERICAS HOLDING,INC. 
BRIDGESTONE EUROPE NV/SA 
普利司通(中国)投資有限公司 
台灣普利司通股份有限公司 
THAI BRIDGESTONE CO., LTD. 
BRIDGESTONE TIRE MANUFACTURING 
(THAILAND) CO., LTD. 
P.T. BRIDGESTONE TIRE INDONESIA 
BRIDGESTONE AUSTRALIA LTD. 
BRIDGESTONE SOUTH AFRICA HOLDINGS 
(PTY) LTD. ほか 

販 売 
 
ブリヂストンタイヤ北海道販売㈱ 
ブリヂストンタイヤ東京販売㈱ 
ブリヂストンタイヤ中部販売㈱ 
ブリヂストンタイヤ大阪販売㈱ 
ブリヂストンタイヤ中国販売㈱ 
ブリヂストンタイヤ九州販売㈱ 
ブリヂストンFVS㈱ 
BRIDGESTONE EARTHMOVER TYRES PTY.  
LTD. ほか 

自転車 

 

ブリヂストンサイクル㈱ ほか 

スポーツ用品 

 

ブリヂストンスポーツ㈱ ほか 

化工品 

 

ブリヂストンエラステック㈱ 

ブリヂストンケミテック㈱ 

BRIDGESTONE AMERICAS HOLDING,INC. ほか 

その他 

 

ブリヂストンファイナンス㈱ 

BRIDGESTONE FINANCE EUROPE B.V. ほか 

当     社 

原材料製造・販売 
 
BRIDGESTONE NATURAL RUBBER (THAILAND) 
CO., LTD. ほか 

多角化 

上記の会社は全て連結子会社であります。 

平成20年６月30日現在
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３．経営方針 

(1) 会社の経営の基本方針 

 当社グループは「信頼と誇り」を精神的な支柱とし、「最高の品質で社会に貢献」の具現化を使

命とする企業理念「ブリヂストン信条」を掲げております。当社グループはこの理念を基盤とし

て、経営の最終目標である「タイヤ会社・ゴム会社として名実ともに世界一の地位の確立」を目指

してまいります。また、責任あるグローバル企業として、事業活動を行っている各国の社会文化や

価値観の尊重、法律・規制の遵守、地球環境保全や社会貢献活動などの実践につとめてまいりま

す。 

(2) 会社の経営戦略と対処すべき課題 

 当社グループを取り巻く事業環境は、需要構成の変化、新しい競合状況、原材料・素材価格の高

騰やエネルギーコストの上昇による収益性悪化という大きな構造変化が進んでおり、売上高や海外

事業展開の規模といった外形的な成長を追うだけでは継続的な成長が困難な状況に直面しておりま

す。 

 こうした中、当社グループは「タイヤ会社・ゴム会社として名実ともに世界一の地位の確立」を

経営の最終目標として、企業として果たすべき社会的責任を念頭に、全ての事業活動を推進してま

いります。そのために、まず基本姿勢として、ビジネスの基本・原則を常に尊重すること、創業以

来の「理念・精神」を踏襲し、「最高の品質で社会に貢献」の具現化を使命とする「企業理念」を

継承すること、また、強固な事業基盤を持つ国内事業を更に磐石化すること、そしてその上に、グ

ループ・グローバルな事業展開を促進することを徹底してまいります。 

 これらの基本姿勢のもとに、４つの基本方針、すなわち、１．「更に上」を常に目指して、全て

の製品・サービスで世界最高を目指す、２．長期戦略を明確化し、事業領域の統合・拡大を推進す

る、３．ＳＢＵ(戦略的事業ユニット)制で真のグローバル企業を目指す、４．「中期経営計画」を

核に、全体最適のグループ経営を目指す、を念頭に事業展開を進めてまいります。 

 具体的な戦略として、まずタイヤ部門においては、乗用車用のランフラットタイヤをはじめＵＨ

Ｐタイヤやウィンタータイヤ、トラック・バス用の低偏平率ラジアルタイヤなどの高付加価値商

品、あるいは大型建設車両用ラジアルタイヤ、航空機用ラジアルタイヤやモーターサイクル用ラジ

アルタイヤなど、成長領域でありかつ当社グループとして市場で強力な競争力を持つ事業領域に、

積極的に経営資源を投入し、その強化を図ってまいります。多角化部門においても、利益を伴った

成長が見込まれる事業領域へ優先的に経営資源を投入してまいります。また市場要求品質を十分に

満たすことを基盤としたうえで材料・生産技術も「更に上」を目指すことにより、原材料・素材価

格の高騰やエネルギーコストの上昇に対応し、グローバル生産力を強化してまいります。 

 次に「事業領域の統合・拡大」については、当社グループの強みである「垂直統合」すなわち、

原材料分野から生産設備の開発・製造、そして小売店網に亘る領域における資産の有効活用を図

り、高品質な商品やサービスを効率的に市場に提供することを目指してまいります。その中で、単

なる商品単体の販売に終わらない多様なビジネスモデルの構築を目指す行動の一環として、買収し

たバンダグ インコーポレーテッド社の資産・ノウハウを有効に活用し、トラック・バス用の新品

タイヤからリトレッドタイヤまで、総合的かつ質の高い商品とサービスを通じて、お客様の総コス

ト管理に寄与するソリューション・ビジネスの提供をグローバルに展開する事業活動を本格的に推

進してまいります。また、タイヤの再利用を推進するこの事業により、当社グループが環境経営活

動の一環として注力している３Ｒ(リユース・リデュース・リサイクル)への貢献も、従来より格段

に高めてまいります。 

 当社グループはこうした戦略や施策を実行するための基本的な体制として、グループ・グローバ

ルで最適な組織体制と、グループ全体で整合性を確保した中期経営計画の整備が必須と考えてお

り、これらを早急に確立してまいります。まず組織体制面においては、世界各地の市場やお客様の

ニーズを的確に把握し、それをグループ・グローバルで最適な観点から迅速に実現させていくこと

10

(株)ブリヂストン (5108)　平成20年12月期　中間決算短信



を目的として導入したＳＢＵ制を、更に実効あるものとすべく強化してまいります。また、厳しい

事業環境の中で当社グループが勝ち残っていくためには、広域多岐に亘る経営資源を、整合性の取

れた目的と計画に沿って最大活用することが不可欠であります。これを現実のものとするために中

期経営計画を策定し毎年更新していくことにより、激動する事業環境に的確かつ迅速に対応し、収

益をピークアウトさせない、すなわち常に収益性を高めていく企業体質作りを強力に推し進めてま

いります。また当社グループの経営資源を真に有効に活用するためには、グループ・グローバルの

サプライ・チェーン全体を最適な形に整備していくことが非常に重要であり、その実現に向け強力

に推進してまいります。 

 更に、当社グループのあらゆるステークホルダーの皆様に対し、企業としての責任を果たすため

の体制作りにも一層積極的に取り組んでまいります。平成18年５月の取締役会において決議した、

業務の適正性を確保するための内部統制システムの整備方針は、毎年の定期的な見直しに加え、必

要の都度見直しを実施し、方針に沿った体制整備を確実に推進してまいります。コーポレート・ガ

バナンス体制につきましては、会社の意思決定が公正・透明なルールに従って確実に行われるよう

更に整備してまいります。ＣＳＲにつきましては、ＣＳＲ推進総合委員会の活動を核に、環境保

全、製品の安全、コンプライアンス、安全・防災活動を含むリスク管理の徹底、内部統制の充実、

人材の育成、社会貢献活動などの各分野において、その体制を確立し、実効の上がる活動とするべ

く取り組んでおります。 

 平成20年は平成19年10月に発表した中期経営計画の初年度として、これら諸課題の達成に必要な

施策の確実な実行に全力で取り組んでおります。 

 当社グループは、マリンホースの販売に関する国際カルテル行為について、平成19年５月より、

米国司法省、欧州委員会、ならびに日本の公正取引委員会等の調査を受けております。平成20年２

月に受領した日本の公正取引委員会による排除措置命令及び課徴金納付命令については確定してお

り、審判請求をしておりません。また、平成20年５月、欧州委員会から競争法違反に関する暫定的

な見解として異議告知書を受領し、平成20年６月、当社の回答書を同委員会に対して送付しており

ます。 

  更に、上記の問題とは別に、マリンホースを含む工業用品の販売に関して、海外エージェントに

対する不適切な金銭の支払いがあった事実、また、その金銭の全部又は一部が、エージェントから

外国公務員に対して供与等されていた可能性があることが判明しております。この不適切な金銭の

支払い等に関する問題につきましては、当社グループは、日本の検察当局及び米国司法省に対し、

社内調査の内容を報告しており、今後も調査の結果については、随時報告する予定としておりま

す。 

  当社グル－プは、これらの事態を極めて厳粛に受け止め、マリンホース事業からの撤退、グル－

プの従業員一人ひとりがコンプライアンスをまさに自分自身のこととして重く受け止めるための教

育の強化、不正を防止するための仕組みの強化、組織の再編や経営監査体制の強化を含めた内部統

制の強化など、再発防止の対策を速やかに進めております。 

11

(株)ブリヂストン (5108)　平成20年12月期　中間決算短信



４．中間連結財務諸表 

(1) 中間連結貸借対照表 

    
前中間期 

(平成19年６月30日) 
当中間期 

(平成20年６月30日) 
前  期 

(平成19年12月31日) 
増減 

区分 
注記 
番号 

金額 
(百万円) 

構成比
(％) 

金額 
(百万円) 

構成比
(％) 

金額 
(百万円) 

構成比
(％) 

金額 
(百万円) 

(資産の部)                      

Ⅰ 流動資産 注２                    

１ 現金及び預金     175,971     162,748     198,412   △35,664 

２ 受取手形及び 
売掛金 

    582,480     565,127     599,146   △34,019 

３ 有価証券     29,951     25,126     50,986   △25,860 

４ たな卸資産     598,094     614,101     563,680   50,421 

５ 繰延税金資産     88,662     70,130     73,688   △3,558 

６ その他     101,668     97,572     95,897   1,675 

貸倒引当金     △17,395     △17,715     △16,176   △1,539 

流動資産合計     1,559,434 46.0   1,517,091 46.2   1,565,635 46.6 △48,544 

Ⅱ 固定資産 注２                    

１ 有形固定資産 注１                    

(1) 建物及び構築物   338,693     353,653     346,041      

(2) 機械装置 
及び運搬具 

  455,294     466,284     446,243      

(3) 土地   148,534     148,451     149,661      

(4) 建設仮勘定   125,281     134,907     157,044      

(5) その他   71,543 1,139,348   79,251 1,182,546   76,284 1,175,275   7,271 

２ 無形固定資産     74,684     61,246     61,589   △343 

３ 投資その他の資産                      

(1) 投資有価証券   378,271     323,063     345,504      

(2) 長期貸付金   14,566     12,300     12,693      

(3) 繰延税金資産   150,971     121,034     132,121      

(4) その他   73,173     65,881     67,191      

貸倒引当金   △891 616,091   △860 521,418   △756 556,754   △35,336 

固定資産合計     1,830,124 54.0   1,765,212 53.8   1,793,619 53.4 △28,407 

資産合計     3,389,558 100.0   3,282,303 100.0   3,359,255 100.0 △76,952 
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前中間期 

(平成19年６月30日) 
当中間期 

(平成20年６月30日) 
前  期 

(平成19年12月31日) 
増減 

区分 
注記 
番号 

金額 
(百万円) 

構成比
(％) 

金額 
(百万円) 

構成比
(％) 

金額 
(百万円) 

構成比
(％) 

金額 
(百万円) 

(負債の部)                      

Ⅰ 流動負債                      

１ 支払手形及び 
買掛金 

    222,976     221,508     230,751   △9,243 

２ 短期借入金     388,978     377,442     345,850   31,592 

３ コマーシャル 
・ペーパー 

    13,416     22,302     19,749   2,553 

４ 一年内に 
償還する社債 

    17,501     13,003     24,143   △11,140 

５ 未払法人税等     30,760     15,960     37,361   △21,401 

６ 繰延税金負債     2,421     1,221     2,697   △1,476 

７ 製品自主回収 
関連引当金 

    6,227     4,683     5,663   △980 

８ 未払金     152,133     140,759     184,982   △44,223 

９ 未払費用     199,952     188,135     187,993   142 

10 その他     55,804     66,133     48,864   17,269 

流動負債合計     1,090,173 32.2   1,051,151 32.0   1,088,058 32.4 △36,907 

Ⅱ 固定負債                      

１ 社債     123,001     141,009     123,098   17,911 

２ 長期借入金     328,063     281,244     314,123   △32,879 

３ 繰延税金負債     85,195     55,625     70,083   △14,458 

４ 退職給付引当金     327,988     265,122     280,854   △15,732 

５ 製品保証引当金     22,788     19,432     20,663   △1,231 

６ 環境対策引当金     3,436     1,798     2,494   △696 

７ その他     51,648     54,836     49,652   5,184 

固定負債合計     942,122 27.8   819,069 25.0   860,971 25.6 △41,902 

負債合計     2,032,296 60.0   1,870,221 57.0   1,949,029 58.0 △78,808 

(純資産の部)                      

Ⅰ 株主資本                       

１ 資本金     126,354     126,354     126,354   － 

２ 資本剰余金     122,078     122,078     122,078   － 

３ 利益剰余金     940,527     1,077,820     1,042,201   35,619 

４ 自己株式     △62,455     △62,322     △62,383   60 

株主資本合計     1,126,505 33.2   1,263,931 38.5   1,228,251 36.6 35,679 

Ⅱ 評価・換算差額等                       

１ その他有価証券 
評価差額金 

    206,947     181,798     183,577   △1,778 

２ 繰延ヘッジ損益     47     △378     126   △505 

３ 為替換算調整勘定     △15,164     △69,720     △40,700   △29,020 

評価・換算差額等 
合計 

    191,830 5.7   111,699 3.4   143,003 4.2 △31,304 

Ⅲ 新株予約権     10 －   78 －   40 － 38 

Ⅳ 少数株主持分     38,916 1.1   36,372 1.1   38,929 1.2 △2,556 

純資産合計     1,357,262 40.0   1,412,082 43.0   1,410,225 42.0 1,857 

負債及び純資産合計     3,389,558 100.0   3,282,303 100.0   3,359,255 100.0 △76,952 
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(2) 中間連結損益計算書 

    
前中間期 

 (自 平成19年１月１日 
至 平成19年６月30日) 

当中間期 
 (自 平成20年１月１日 
至 平成20年６月30日) 

増減 
前  期 

 (自 平成19年１月１日 
至 平成19年12月31日) 

区分 
注記 
番号 

金額 
(百万円) 

百分比
(％) 

金額 
(百万円) 

百分比
(％) 

金額 
(百万円) 

百分比 
(％) 

金額 
(百万円) 

百分比
(％) 

Ⅰ 売上高     1,615,672 100.0   1,641,121 100.0 25,449 －   3,390,218 100.0

Ⅱ 売上原価     1,084,402 67.1   1,106,622 67.4 22,220 0.3   2,259,148 66.6

売上総利益     531,270 32.9   534,498 32.6 3,228 △0.3   1,131,070 33.4

Ⅲ 販売費及び 
一般管理費 

                       

１ 製品運賃   80,776     83,244         165,823    

２ 広告・販売促進費   62,495     62,683         125,245    

３ 給与手当   105,410     106,603         217,515    

４ 退職給付費用   7,149     6,295         13,967    

５ 減価償却費   9,924     12,909         22,216    

６ 研究開発費   41,765     47,072         86,748    

７ その他   121,738 429,259 26.6 132,031 450,840 27.5 21,581 0.9 249,592 881,108 26.0

営業利益     102,010 6.3   83,658 5.1 △18,352 △1.2   249,961 7.4

Ⅳ 営業外収益                        

１ 受取利息   2,929     3,055         6,395    

２ 受取配当金   2,575     3,443         4,113    

３ 雑収入   11,130 16,635 1.0 8,959 15,457 1.0 △1,178 － 24,164 34,674 1.0

Ⅴ 営業外費用                        

１ 支払利息   14,887     16,896         33,046    

２ 為替損失   662     1,906         3,508    

３ 雑損失   11,777 27,328 1.6 11,709 30,512 1.9 3,184 0.3 29,063 65,618 1.9

経常利益     91,317 5.7   68,603 4.2 △22,714 △1.5   219,016 6.5

Ⅵ 特別損失                        

１  製品自主回収 
関連損失 

注１ － － － － － － － － 3,338 3,338 0.1

税金等調整前中間
(当期)純利益 

    91,317 5.7   68,603 4.2 △22,714 △1.5   215,678 6.4

法人税、住民税
及び事業税 

  39,231     25,187         75,920    

法人税等調整額   △3,966 35,264 2.2 3,492 28,680 1.7 △6,584 △0.5 1,647 77,568 2.3

少数株主利益     3,111 0.2   2,686 0.2 △425 －   6,480 0.2

中間(当期)純利益     52,941 3.3   37,237 2.3 △15,704 △1.0   131,630 3.9
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(3) 中間連結株主資本等変動計算書 

前中間期 (自 平成19年１月１日 至 平成19年６月30日)                             (単位：百万円) 

当中間期 (自 平成20年１月１日 至 平成20年６月30日)                             (単位：百万円) 

科目 

株主資本 評価・換算差額等 

新株 
予約権 

少数株主 
持分 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 
株主資本 
合計 

その他 
有価証券 
評価差額金

繰延ヘッジ
損益 

為替換算 
調整勘定 

前期末残高 126,354 122,078 887,216 △62,746 1,072,903 170,249 22 △64,020 － 42,691 

 (当中間期変動額)                     

配当金     △9,361   △9,361           

中間純利益     52,941   52,941           

在外会社退職給付 
債務振戻額     9,740   9,740           

自己株式の取得       △13 △13           

自己株式の処分     △8 304 295           

株主資本以外の 
項目の当中間期 
変動額(純額) 

          36,697 25 48,856 10 △3,775 

当中間期変動額合計 － － 53,310 291 53,602 36,697 25 48,856 10 △3,775 

当中間期末残高 126,354 122,078 940,527 △62,455 1,126,505 206,947 47 △15,164 10 38,916 

科目 

株主資本 評価・換算差額等 

新株 
予約権 

少数株主 
持分 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 
株主資本 

合計 

その他 
有価証券 

評価差額金

繰延ヘッジ
損益 

為替換算 
調整勘定 

前期末残高 126,354 122,078 1,042,201 △62,383 1,228,251 183,577 126 △40,700 40 38,929 

 (当中間期変動額)                     

配当金     △10,144   △10,144           

中間純利益     37,237   37,237           

在外会社退職給付 
債務振戻額     8,545   8,545           

自己株式の取得       △4 △4           

自己株式の処分     △19 65 45           

株主資本以外の 
項目の当中間期 
変動額(純額) 

          △1,778 △505 △29,020 38 △2,556 

当中間期変動額合計 － － 35,619 60 35,679 △1,778 △505 △29,020 38 △2,556 

当中間期末残高 126,354 122,078 1,077,820 △62,322 1,263,931 181,798 △378 △69,720 78 36,372 
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前  期 (自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日)                                 (単位：百万円)

科目 

株主資本 評価・換算差額等 

新株 
予約権 

少数株主 
持分 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 
株主資本 
合計 

その他 
有価証券 

評価差額金

繰延ヘッジ
損益 

為替換算 
調整勘定 

前期末残高 126,354 122,078 887,216 △62,746 1,072,903 170,249 22 △64,020 － 42,691 

 (当期変動額)                    

配当金     △19,506   △19,506           

当期純利益     131,630   131,630           

在外会社退職給付 
債務振戻額     42,880   42,880           

自己株式の取得       △26 △26           

自己株式の処分     △19 390 370           

株主資本以外の 
項目の当期変動額 
(純額) 

          13,327 103 23,320 40 △3,761 

当期変動額合計 － － 154,984 363 155,348 13,327 103 23,320 40 △3,761 

当期末残高 126,354 122,078 1,042,201 △62,383 1,228,251 183,577 126 △40,700 40 38,929 
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(4) 中間連結キャッシュ・フロー計算書 

    
前中間期 

(自 平成19年１月１日 

至 平成19年６月30日)

当中間期 
(自 平成20年１月１日 

至 平成20年６月30日)
増減 

前  期 
(自 平成19年１月１日 

至 平成19年12月31日)

区分 
注記 

番号 

金額 

(百万円) 

金額 

(百万円) 
金額 

(百万円) 
金額 

(百万円) 

Ⅰ  営業活動によるキャッシュ・フロー          
税金等調整前中間(当期)純利益   91,317 68,603 △22,714 215,678 

減価償却費   79,856 89,409 9,553 173,584 

退職給付引当金の増減額(減少：△)   △11,134 △2,478 8,656 8,659 

受取利息及び配当金   △5,504 △6,498 △994 △10,509 

支払利息   14,887 16,896 2,009 33,046 

製品自主回収関連損失   － － － 3,338 

売上債権の増減額(増加：△)   22,945 23,484 539 △11,779 

たな卸資産の増減額(増加：△)   △5,083 △67,932 △62,849 8,337 

仕入債務の増減額(減少：△)   △9,651 △32,670 △23,019 26,507 

その他   △14,441 10,501 24,942 △30,297 

小計   163,192 99,315 △63,877 416,566 

利息及び配当金の受取額   5,563 6,490 927 10,502 

利息の支払額   △14,314 △16,925 △2,611 △33,019 

製品自主回収関連支払額   － － － △3,338 

法人税等の支払額   △31,940 △39,642 △7,702 △57,140 

営業活動によるキャッシュ・フロー   122,501 49,237 △73,264 333,571 

Ⅱ  投資活動によるキャッシュ・フロー          
有形固定資産の取得による支出   △131,773 △124,641 7,132 △268,629 

有形固定資産の売却による収入   2,424 2,457 33 3,455 

投資有価証券の取得による支出   △9,568 △9,885 △317 △10,607 

連結範囲の変更を伴う子会社株式の 

取得による支出 
注２ △109,646 － 109,646 △109,565 

その他   3,600 1,461 △2,139 7,790 

投資活動によるキャッシュ・フロー   △244,963 △130,607 114,356 △377,556 

Ⅲ  財務活動によるキャッシュ・フロー          
短期借入金及びコマーシャル・ 

ペーパーの純増減額(減少：△) 
  7,227 69,336 62,109 △24,705 

長期借入れによる収入   157,597 21,666 △135,931 171,664 

長期借入金の返済による支出   △8,840 △64,049 △55,209 △15,734 

社債の発行による収入   14,095 36,979 22,884 40,986 

社債の償還による支出   △35,876 △30,895 4,981 △55,944 

少数株主からの払込みによる収入    － 1,325 1,325 － 

配当金の支払額   △9,366 △10,191 △825 △19,460 

その他   △1,835 △1,321 514 △2,722 

財務活動によるキャッシュ・フロー   123,002 22,850 △100,152 94,081 

Ⅳ  現金及び現金同等物に係る換算差額   11,565 △7,799 △19,364 2,187 

Ⅴ  現金及び現金同等物の増減額(減少：△)    12,106 △66,319 △78,425 52,283 

Ⅵ  現金及び現金同等物の期首残高   198,269 250,553 52,283 198,269 

Ⅶ  現金及び現金同等物の 

 中間期末(期末)残高 
注１ 210,375 184,233 △26,142 250,553 
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

１．連結の範囲に関する事項 

(1)連結子会社の数          441社 

連結子会社は、「２．企業集団の状況」に記載しております。 

連結子会社数の増減は、次のとおりであります。 

 (増加) ８社  (設立による増加ほか) 

 (減少) 16社  (合併による消滅ほか) 

(2)非連結子会社はありません。 

２．持分法の適用に関する事項 

(1)持分法適用関連会社の数      178社 

主要な会社名 

・BRISA BRIDGESTONE SABANCI LASTIK SANAYI VE TICARET A.S. 

持分法適用会社数の増減は、次のとおりであります。 

 (減少) ４社  (清算による消滅ほか) 

(2)適用外の非連結子会社及び関連会社はありません。 

３．連結子会社の中間決算日等に関する事項 

 連結子会社のうち、ブリヂストン・リーガ㈱の中間決算日は４月30日であります。中間連結決算日との間に生じ

た重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。 

４．会計処理基準に関する事項 

(1)有価証券の評価基準及び評価方法 

その他有価証券 

時価のあるもの … 中間決算日の市場価格等に基づく時価法 

          (評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定) 

時価のないもの … 主として移動平均法による原価法 

  

(2)デリバティブの評価基準及び評価方法 

原則として時価法によっております。 

  

(3)たな卸資産の評価基準及び評価方法 

主として、移動平均法による原価法によっております。但し、米州事業においては主として後入先出法による

低価法によっております。 

  

(4)固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産については、国内会社は定率法、在外会社は定額法によっております。 

無形固定資産については、定額法によっております。 

  

(5)引当金の計上基準 

 ①貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率、貸倒懸念債権等特定の債権につい

ては個々の債権の回収可能性を勘案して計上しております。 

  

 ②製品自主回収関連引当金 

米州事業においては、製品自主回収に関する直接回収費用及び関連する訴訟費用について、当中間期末にお

いて必要と認めた合理的な損失見積額から、製造物責任保険による填補金見込額を控除して計上しておりま

す。 
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 ③退職給付引当金  

   従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当中間期末

 において発生していると認められる額を計上しております。  

       なお、会計基準変更時差異については、10年の定額法で費用処理しております。 

       過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間等に基づく一定年数(国内会社は10年、在外会社

     は３～12年)の定額法で費用処理しております。 

       数理計算上の差異は、国内会社は各期の発生時の従業員の平均残存勤務期間等に基づく一定年数(10年)の 

     定額法で、発生の翌期から費用処理しております。また、在外会社の一部は、期首の数理計算上の差異の未認

     識額が、退職給付債務と年金資産のうちいずれか大きい額の10％を超過する場合に、従業員の平均残存勤務期

     間等に基づく一定年数(７～12年)の定額法で費用処理することとしております。 

       さらに、米州の一部連結子会社においては、年金以外の退職後給付費用についてその総額を見積り、従業員

     の役務提供期間等を基礎として配分しております。 

なお、在外会社の一部においては、費用処理されていない数理計算上の差異等の未認識額を貸借対照表で計

上することとしております。 

  

     ④製品保証引当金 

       販売した製品のアフターサービスなどによる費用支出に備えるため、過去の実績をもとに発生額を見積り計

     上しております。 

  

     ⑤環境対策引当金 

       アスベスト等法令により義務付けられている撤去、処分等に関する支出に備えるため、今後発生すると見込

     まれる金額を計上しております。 

  

(6)外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

外貨建金銭債権債務は、中間連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理して

おります。 

なお、在外子会社等の資産及び負債は、中間連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は

期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び少数株主持分に含めて

計上しております。 

  

(7)リース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の

売買取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

  

(8)ヘッジ会計の方法 

 ①ヘッジ会計の方法 

 繰延ヘッジ処理を採用しております。 

 なお、為替予約及び通貨スワップについては振当処理の要件を満たしている場合は振当処理を、金利スワッ

プについては特例処理の要件を満たしている場合は特例処理を採用しております。 

 ②ヘッジ手段とヘッジ対象 

 ③ヘッジ方針 

 為替予約取引に関しては実需の範囲内での利用としており、通貨スワップ取引はヘッジ対象の外貨建債務の

元本金額及び期間と一致させて利用しております。また、金利スワップ取引は借入金額の範囲内での利用とし

ており、全てのデリバティブ取引において、投機的な取引は行わない方針であります。 

ヘッジ手段   ヘッジ対象 

為替予約   外貨建金銭債権債務及び 

外貨建予定取引 

通貨スワップ   借入金及び社債 

金利スワップ   借入金 
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 ④ヘッジ有効性評価の方法 

 ヘッジ対象のキャッシュ・フロー変動の累積又は相場変動と、ヘッジ手段のキャッシュ・フロー変動の累積

または相場変動を比較し、両者の変動額等を基礎にして、ヘッジ有効性を評価しております。但し、振当処理

及び特例処理によっているものについては、有効性評価を省略しております。 

(9)その他中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税は税抜方式によっております。 

５．中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

 中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預金

及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期

限の到来する短期投資からなっております。 

追加情報 

  マリンホ－ス等の販売におけるカルテル行為及び不適切な金銭支払いに関する事項 

  当社グル－プは、マリンホースの販売に関する国際カルテル行為について、平成19年５月より、米国司法省、欧

州委員会、ならびに日本の公正取引委員会等の調査を受けております。平成20年２月に受領した日本の公正取引委

員会による排除措置命令及び課徴金納付命令については確定しており、審判請求をしておりません。また、平成20

年５月、欧州委員会から競争法違反に関する暫定的な見解として異議告知書を受領し、平成20年６月、当社の回答

書を同委員会に対して送付しております。現在その他の国でも調査を行っているところがあり、当社グループはこ

れに対応しております。米国において、マリンホースのカルテルに関して、数件、集団訴訟が提起されておりま

す。以上のマリンホース販売に関する国際カルテル行為については、欧州委員会による制裁金や、米国司法省によ

る罰金等の可能性がありますが、現時点では、具体的な引当金額を算定するには不確定要素が多いため、計上して

おりません。 

 更に、この問題とは別に、マリンホースを含む工業用品の販売に関して、海外エージェントに対する不適切な金

銭の支払いがあった事実、また、その金銭の全部又は一部が、エージェントから外国公務員に対して供与等されて

いた可能性があることが判明しております。当社グループは、日本の検察当局及び米国司法省に対し、社内調査の

内容を報告しておりますが、業績に与える影響は現時点では不明です。 
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注記事項 

（中間連結貸借対照表関係） 

注№ 摘要 
前中間期 

(平成19年６月30日) 
当中間期 

(平成20年６月30日) 
前  期 

(平成19年12月31日) 

１ 有形固定資産に対

する減価償却累計

額 

  1,685,689百万円   1,774,131百万円   1,688,982百万円

         

２ 担保に供している

資産 

(上記に対応する 

債務) 

  29,430百万円

  

 (短期借入金 4,126 

  長期借入金 448) 

  16,694百万円

  

(短期借入金 2,395 

長期借入金 166)  

  17,925百万円

  

 (短期借入金 2,172 

長期借入金 459) 

         

＊１ 保証債務       

  従業員の銀行借入

金ほかに対する保

証額 

  425百万円   296百万円   338百万円

         

＊２ 輸出手形(信用状

なし)割引高 

  8,549百万円   3,462百万円   7,560百万円
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（中間連結損益計算書関係） 

注№ 摘要 
前中間期 

(自 平成19年１月１日 
至 平成19年６月30日) 

当中間期 
(自 平成20年１月１日 
至 平成20年６月30日) 

前  期 
(自 平成19年１月１日 
至 平成19年12月31日) 

１ 製品自主回収関連

損失 

───── ─────  米州事業において平成12年

８月に発表したタイヤ自主回

収に関連した開示に関する訴

訟和解金を計上しておりま

す。 
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（中間連結株主資本等変動計算書関係） 

  前中間期 (自 平成19年１月１日 至 平成19年６月30日) 

  

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

  (注) １ 自己株式増加の内訳は、単元未満株式の買取りによる増加５千株であります。 

２ 自己株式減少の内訳は、ストック・オプション行使による減少159千株等であります。 

  

２．新株予約権に関する事項 

３．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

(2) 基準日が当中間期に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間期末日後となるもの 

  前期末株式数 増加株式数 減少株式数 当中間期末株式数 

発行済株式         

普通株式 (千株)  813,102 － － 813,102 

自己株式         

普通株式 (千株)  (注)１、２ 32,945 5 159 32,790 

区分 新株予約権の内訳 

新株予約権の

目的となる 

株式の種類 

新株予約権の目的となる株式の数(株)  
当中間期末

残高 

（百万円）前期末 
当中間期 

増加 

当中間期 

減少 
当中間期末 

提出会社 
ストック・オプション 

としての新株予約権 
－  －  －  －  － 10 

 合計 －  －   －  －  － 10 

決議 株式の種類 配当金の総額 
１株当たり 
配当額 

基準日 効力発生日 

平成19年３月29日 

定時株主総会 
普通株式 9,361百万円  12円 平成18年12月31日 平成19年３月30日 

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 
１株当たり 
配当額 

基準日 効力発生日 

平成19年８月９日

取締役会 
普通株式 10,144百万円 利益剰余金 13円 平成19年６月30日 平成19年９月３日 
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   当中間期 (自 平成20年１月１日 至 平成20年６月30日) 

   

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

  (注) １ 自己株式増加の内訳は、単元未満株主の買取請求に基づく取得による増加２千株であります。 

２ 自己株式減少の内訳は、ストック・オプション行使による減少32千株、単元未満株主の売渡請求に基づく売

り渡しによる減少２千株であります。 

２．新株予約権に関する事項 

３．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

(2) 基準日が当中間期に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間期末日後となるもの 

  前期末株式数 増加株式数 減少株式数 当中間期末株式数 

発行済株式         

普通株式 (千株)  813,102 － － 813,102 

自己株式         

普通株式 (千株)  (注)１、２ 32,751 2 34 32,719 

区分 新株予約権の内訳 

新株予約権の

目的となる 

株式の種類 

新株予約権の目的となる株式の数(株)  
当中間期末

残高 

（百万円）前期末 
当中間期 

増加 

当中間期 

減少 
当中間期末 

提出会社 
ストック・オプション 

としての新株予約権 
－  －  －  －  － 78 

 合計 －  －   －  －  － 78 

決議 株式の種類 配当金の総額 
１株当たり 
配当額 

基準日 効力発生日 

平成20年３月27日 

定時株主総会 
普通株式  10,144百万円  13円 平成19年12月31日 平成20年３月28日 

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 
１株当たり 
配当額 

基準日 効力発生日 

平成20年８月８日

取締役会 
普通株式 10,145百万円 利益剰余金 13円 平成20年６月30日 平成20年９月１日 
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   前  期 (自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日) 

  

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

  (注) １ 自己株式増加の内訳は、単元未満株式の買取りによる増加10千株であります。 

２ 自己株式減少の内訳は、ストック・オプション行使による減少203千株、単元未満株式の買い増し請求によ

る減少１千株であります。 

２．新株予約権に関する事項 

３．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

(2) 基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が当期末日後となるもの 

  前期末株式数 増加株式数 減少株式数 当期末株式数 

発行済株式         

普通株式 (千株)  813,102 － － 813,102 

自己株式         

普通株式 (千株)  (注)１、２ 32,945 10 204 32,751 

区分 新株予約権の内訳 

新株予約権の

目的となる 

株式の種類 

新株予約権の目的となる株式の数(株)  
当期末残高

(百万円) 前期末 当期増加 当期減少 当期末 

提出会社 
ストック・オプション 

としての新株予約権 
－  －  －  －  － 40 

 合計 －  －   －  －  － 40 

決議 株式の種類 配当金の総額 
１株当たり 
配当額 

基準日 効力発生日 

平成19年３月29日 

定時株主総会 
普通株式 9,361百万円  12円 平成18年12月31日 平成19年３月30日 

平成19年８月９日

取締役会 
 普通株式  10,144百万円  13円 平成19年６月30日  平成19年９月３日 

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 
１株当たり 
配当額 

基準日 効力発生日 

平成20年３月27日

定時株主総会 
普通株式 10,144百万円 利益剰余金 13円 平成19年12月31日 平成20年３月28日 
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（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

注№ 摘要 
前中間期 

(自 平成19年１月１日 
至 平成19年６月30日) 

当中間期 
(自 平成20年１月１日 
至 平成20年６月30日) 

前  期 
(自 平成19年１月１日 
至 平成19年12月31日) 

１ 現金及び現金同等物の

中間期末(期末)残高と

中間連結貸借対照表

(連結貸借対照表)に掲

記されている科目の金

額との関係 

     

    (平成19年６月30日現在) (平成20年６月30日現在) (平成19年12月31日現在) 

  現金及び預金勘定 

有価証券勘定 

流動資産その他 

(金銭の信託) 

計 

預入期間が３ヶ月を超

える定期預金、債券等

現金及び現金同等物 

  175,971 百万円 

  29,951   

  5,000   

  210,923   

  △547   

 
210,375   

  162,748 百万円 

  25,126   

  －  

  187,874   

  △3,640   

 
184,233   

  198,412 百万円 

  50,986   

 
5,000   

  254,399   

  △3,845   

 
250,553  

２ 株式の取得により新た

に連結子会社となった

会社の資産及び負債の

内訳 

バンダグ インコーポレーテ

ッド及びその子会社の合計額

  

流動資産 57,164 百万円 

固定資産 89,141   

流動負債 △15,842   

固定負債 △5,838   

少数株主 

持分 
△175

  

取得価額 124,448   

現金及び 

現金同等物 
△14,802

  

差引 

  

109,646   

───── 

  

      

      

      

      

  
 
  

      

  
 
  

  

  

    

バンダグ インコーポレーテ

ッド及びその子会社の合計額

  

流動資産 57,155 百万円 

固定資産 91,114   

流動負債 △15,761   

固定負債 △7,964   

少数株主 

持分 
△175

  

取得価額 124,368   

現金及び 

現金同等物 
△14,803

  

差引 

  

109,565   
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５．セグメント情報 

(1）事業の種類別セグメント情報 

前中間期 (自 平成19年１月１日 至 平成19年６月30日) 

当中間期 (自 平成20年１月１日 至 平成20年６月30日) 

 前  期 (自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日) 

  

  (注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。  

２ 各事業区分に属する主要な製品の名称等 

タイヤ……タイヤ・チューブ、タイヤ関連用品、リトレッド材料・関連技術、自動車整備・補修ほか 

多角化……化工品、スポーツ用品、自転車ほか 

 
タイヤ 
(百万円) 

多角化 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高           

(1) 外部顧客に対する売上高 1,303,187 312,485 1,615,672 ― 1,615,672 

(2) セグメント間の内部  

売上高又は振替高 
1,520 9,678 11,199 (11,199) ― 

計 1,304,707 322,164 1,626,872 (11,199) 1,615,672 

営業費用 1,229,648 295,289 1,524,938 (11,275) 1,513,662 

営業利益 75,059 26,875 101,934 75 102,010 

 
タイヤ 
(百万円) 

多角化 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高           

(1) 外部顧客に対する売上高 1,326,526 314,594 1,641,121 ― 1,641,121 

(2) セグメント間の内部  

売上高又は振替高 
1,134 7,293 8,428 (8,428) ― 

計 1,327,661 321,888 1,649,549 (8,428) 1,641,121 

営業費用 1,266,760 299,159 1,565,920 (8,457) 1,557,462 

営業利益 60,900 22,728 83,629 28 83,658 

 
タイヤ 
(百万円) 

多角化 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高           

(1) 外部顧客に対する売上高 2,750,374 639,844 3,390,218 ― 3,390,218 

(2) セグメント間の内部  

売上高又は振替高 
5,617 16,498 22,116 (22,116) ― 

計 2,755,992 656,342 3,412,335 (22,116) 3,390,218 

営業費用 2,560,955 601,636 3,162,591 (22,334) 3,140,257 

営業利益 195,036 54,706 249,743 218 249,961 
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(2）所在地別セグメント情報 

前中間期 (自 平成19年１月１日 至 平成19年６月30日) 

当中間期 (自 平成20年１月１日 至 平成20年６月30日) 

 前  期 (自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日) 

  

  (注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

米州………アメリカ、カナダ、メキシコ、ベネズエラ、ブラジルほか 

欧州………ドイツ、イギリス、フランス、イタリア、スペインほか 

その他……アジア、大洋州、アフリカほか 

 
日本 

(百万円) 
米州 

(百万円) 
欧州 

(百万円) 
その他 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高               

(1) 外部顧客に対する 

売上高 
440,386 717,556 249,624 208,105 1,615,672 ― 1,615,672 

(2) セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
218,134 7,676 2,322 53,931 282,063 (282,063) ― 

計 658,520 725,232 251,947 262,037 1,897,736 (282,063) 1,615,672 

営業費用 590,384 706,401 244,027 244,740 1,785,553 (271,890) 1,513,662 

営業利益 68,135 18,830 7,919 17,296 112,182 (10,172) 102,010 

 
日本 

(百万円) 
米州 

(百万円) 
欧州 

(百万円) 
その他 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高               

(1) 外部顧客に対する 

売上高 
423,912 706,351 259,603 251,253 1,641,121 ― 1,641,121 

(2) セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
232,370 7,289 2,082 52,262 294,004 (294,004) ― 

計 656,282 713,640 261,685 303,516 1,935,125 (294,004) 1,641,121 

営業費用 616,371 694,504 259,557 283,171 1,853,605 (296,142) 1,557,462 

営業利益 39,910 19,136 2,128 20,344 81,520 2,138 83,658 

 
日本 

(百万円) 
米州 

(百万円) 
欧州 

(百万円) 
その他 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高               

(1) 外部顧客に対する 

売上高 
941,457 1,497,976 511,730 439,054 3,390,218 ― 3,390,218 

(2) セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
430,266 12,757 4,277 109,632 556,934 (556,934) ― 

計 1,371,724 1,510,734 516,008 548,686 3,947,153 (556,934) 3,390,218 

営業費用 1,224,209 1,459,220 498,799 511,049 3,693,278 (553,021) 3,140,257 

営業利益 147,514 51,514 17,208 37,636 253,874 (3,912) 249,961 
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(3）海外売上高 

前中間期 (自 平成19年１月１日 至 平成19年６月30日) 

当中間期 (自 平成20年１月１日 至 平成20年６月30日) 

前  期 (自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日) 

  

  (注)  １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

 ２ 各区分に属する主な国又は地域 

 米州………アメリカ、カナダ、メキシコ、ベネズエラ、ブラジルほか 

 欧州………ドイツ、イギリス、フランス、イタリア、スペインほか 

 その他……アジア、大洋州、中近東、アフリカほか 

 ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  米州 欧州 その他 計 

Ⅰ 海外売上高(百万円) 715,546 257,113 271,694 1,244,353 

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 1,615,672 

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合(％) 
44.3 15.9 16.8 77.0 

  米州 欧州 その他 計 

Ⅰ 海外売上高(百万円) 705,880 263,919 291,484 1,261,284 

Ⅱ 連結売上高(百万円) ―  ―  ―  1,641,121 

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合(％) 
43.0 16.1 17.8 76.9 

  米州 欧州 その他 計 

Ⅰ 海外売上高(百万円) 1,489,060 531,581 568,364 2,589,006 

Ⅱ 連結売上高(百万円)  ― ―  ― 3,390,218 

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合(％) 
43.9 15.7 16.8 76.4 
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６．１株当たり情報 

 (注) １株当たり中間(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益の算定上の基礎は、次のとおりで

あります。 

摘要 
前中間期 

  (自 平成19年１月１日 
至 平成19年６月30日) 

当中間期 
  (自 平成20年１月１日 

至 平成20年６月30日) 

前  期 
  (自 平成19年１月１日 

至 平成19年12月31日) 

１株当たり純資産額 1,689.50円 1,762.76円 1,757.23円 

１株当たり中間(当期)純利益      67.85円 47.72円 168.69円 

潜在株式調整後 

１株当たり中間(当期)純利益 
     67.83円 47.72円 168.65円 
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 (リース取引、有価証券、デリバティブ取引、ストック・オプション等、企業結合等) 

    重要性がないため記載を省略しております。 

  
前中間期 

  (自 平成19年１月１日 
至 平成19年６月30日) 

当中間期 
  (自 平成20年１月１日 

至 平成20年６月30日) 

前  期 
  (自 平成19年１月１日 

至 平成19年12月31日) 

１株当たり中間(当期)純利益       

中間(当期)純利益       52,941百万円 37,237百万円   131,630百万円 

普通株主に帰属しない金額 － － － 

普通株式に係る中間(当期) 

純利益 
     52,941百万円 37,237百万円 131,630百万円 

普通株式の期中平均株式数      780,245千株 780,370千株  780,284千株 

潜在株式調整後１株当たり 

中間(当期)純利益 
      

中間(当期)純利益調整額 － － － 

普通株式増加数  250千株 26千株 215千株 

(うちストック・オプション)  250千株 26千株 215千株 

  
希薄化効果を有しないため、潜

在株式調整後１株当たり中間

(当期)純利益の算定に含めなか

った潜在株式の概要 

平成18年３月30日定時株主

総会決議ストック・オプシ

ョン(新株予約権方式) 

普通株式     280千株 

  

平成19年３月29日定時株主

総会決議ストック・オプシ

ョン(新株予約権方式) 

普通株式     260千株 

  

平成14年３月28日定時株主

総会決議ストック・オプシ

ョン(新株引受権方式) 

普通株式    193千株 

  

平成16年３月30日定時株主

総会決議ストック・オプシ

ョン(新株予約権方式) 

普通株式    229千株 

  

平成17年３月30日定時株主

総会決議ストック・オプシ

ョン(新株予約権方式) 

普通株式    252千株 

  

平成18年３月30日定時株主

総会決議ストック・オプシ

ョン(新株予約権方式) 

普通株式    280千株 

  

平成19年３月29日定時株主

総会決議ストック・オプシ

ョン(新株予約権方式) 

普通株式    260千株 

  

平成20年３月27日定時株主

総会決議ストック・オプシ

ョン(新株予約権方式) 

普通株式    234千株 

平成18年３月30日定時株主

総会決議ストック・オプシ

ョン(新株予約権方式) 

普通株式    280千株 

  

平成19年３月29日定時株主

総会決議ストック・オプシ

ョン(新株予約権方式) 

普通株式    260千株 
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７．中間個別財務諸表 

(1) 中間貸借対照表 

  
前中間期 

 (平成19年６月30日)  
当中間期 

 (平成20年６月30日)  
前  期 

 (平成19年12月31日)  
増減 

区分 
金額 

(百万円) 
構成比
(％) 

金額 
(百万円) 

構成比
(％) 

金額 
(百万円) 

構成比
(％) 

金額 
(百万円) 

(資産の部)                     

Ⅰ 流動資産                     

１ 現金及び預金 65,342     5,495     21,717       

２ 受取手形 3,080     2,608     3,563       

３ 売掛金 319,937     308,110     345,679       

４ 有価証券 4,997     22,800     48,997       

５ たな卸資産 91,073     94,338     87,323       

６ 繰延税金資産 13,141     11,490     13,055       

７ その他 35,763     34,449     37,855       

貸倒引当金 △104     △33     △112       

流動資産合計   533,233 31.0   479,260 29.2   558,079 32.0 △78,819 

Ⅱ 固定資産                     

１ 有形固定資産                     

(1) 建物 77,401     86,068     82,155       

(2) 機械及び装置 86,514     88,488     85,951       

(3) その他 109,309     124,278     121,086       

計 273,225     298,834     289,193       

２ 無形固定資産 1,166     1,160     1,160       

３ 投資その他の資産                     

(1) 投資有価証券 265,147     195,636     236,435       

(2) 関係会社株式 585,765     590,598     586,775       

(3) 関係会社出資金 50,290     54,670     54,679       

(4) その他 13,376     18,676     16,384       

貸倒引当金 △1     －     －       

計 914,578     859,580     894,273       

固定資産合計   1,188,970 69.0   1,159,575 70.8   1,184,628 68.0 △25,053 

資産合計   1,722,203 100.0   1,638,836 100.0   1,742,707 100.0 △103,871 

 

32

(株)ブリヂストン (5108)　平成20年12月期　中間決算短信



  
前中間期 

 (平成19年６月30日)  
当中間期 

 (平成20年６月30日)  
前  期 

 (平成19年12月31日)  
増減 

区分 
金額 

(百万円) 
構成比
(％) 

金額 
(百万円) 

構成比
(％) 

金額 
(百万円) 

構成比
(％) 

金額 
(百万円) 

(負債の部)                     

Ⅰ 流動負債                     

１ 買掛金 115,422     102,394     121,721       

２ 短期借入金 －     10,000     －       

３ 一年内に返済する 
長期借入金 50,000     －     50,000       

４ 未払金 84,279     82,032     99,167       

５ 未払法人税等 17,844     6,690     22,533       

６ その他 38,878     41,167     35,395       

流動負債合計   306,424 17.8   242,285 14.8   328,817 18.9 △86,532 

Ⅱ 固定負債                     

１ 社債 110,000     110,000     110,000       

２ 長期借入金 50,000     50,000     50,000       

３ 繰延税金負債 73,849     46,097     62,029       

４ 退職給付引当金 50,146     48,151     49,459       

５ 環境対策引当金 3,201     1,624     2,321       

６ その他 1,228     854     1,229       

固定負債合計   288,425 16.7   256,727 15.6   275,038 15.8 △18,311 

負債合計   594,850 34.5   499,013 30.4   603,856 34.7 △104,843 

                      

(純資産の部)                     

Ⅰ 株主資本                     

１ 資本金   126,354     126,354     126,354     

２ 資本剰余金                     

(1) 資本準備金 122,078     122,078     122,078       

資本剰余金合計   122,078     122,078     122,078     

３ 利益剰余金                     

(1) 利益準備金 31,278     31,278     31,278       

(2) その他利益剰余金                     

特別償却準備金 2,094     1,119     1,560       

固定資産圧縮 
積立金 13,817     13,726     13,647       

別途積立金 659,310     769,310     659,310       

繰越利益剰余金 103,399     48,632     132,530       

利益剰余金合計   809,900     864,067     838,328     

４ 自己株式   △62,454     △62,321     △62,381     

株主資本合計   995,879 57.9   1,050,179 64.1   1,024,379 58.8 25,799 

Ⅱ 評価・換算差額等                     

１ その他有価証券 
評価差額金   131,623     90,331     114,573     

２ 繰延ヘッジ損益   △160     △766     △142     

評価・換算差額等 
合計   131,463 7.6   89,565 5.5   114,431 6.5 △24,866 

Ⅲ 新株予約権   10 －   78 －   40 － 38 

純資産合計   1,127,353 65.5   1,139,823 69.6   1,138,850 65.3 973 

負債及び純資産合計   1,722,203 100.0   1,638,836 100.0   1,742,707 100.0 △103,871 
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(2) 中間損益計算書 

  
前中間期 

 (自 平成19年１月１日 
至 平成19年６月30日)  

当中間期 
 (自 平成20年１月１日 
至 平成20年６月30日)  

増減 
前  期 

 (自 平成19年１月１日 
至 平成19年12月31日)  

区分 
金額 

(百万円) 
百分比 
(％) 

金額 
(百万円) 

百分比
(％) 

金額 
(百万円) 

百分比 
(％) 

金額 
(百万円) 

百分比
(％) 

Ⅰ 売上高   504,253 100.0   505,524 100.0 1,271 －   1,052,218 100.0 

Ⅱ 売上原価   335,892 66.6   355,409 70.3 19,517 3.7   708,009 67.3 

売上総利益   168,361 33.4   150,114 29.7 △18,247 △3.7   344,209 32.7 

Ⅲ 販売費及び 
一般管理費   105,135 20.9   113,946 22.5 8,811 1.6   218,090 20.7 

営業利益   63,226 12.5   36,168 7.2 △27,058 △5.3   126,118 12.0 

Ⅳ 営業外収益   16,584 3.3   21,470 4.2 4,886 0.9   23,234 2.2 

Ⅴ 営業外費用   5,525 1.1   9,475 1.9 3,950 0.8   13,379 1.3 

経常利益   74,286 14.7   48,163 9.5 △26,123 △5.2   135,973 12.9 

Ⅵ 特別損失   － －   － － － －   3,338 0.3 

税引前中間 
(当期)純利益   74,286 14.7   48,163 9.5 △26,123 △5.2   132,634 12.6 

法人税、住民税 
及び事業税  19,318     9,709         39,203     

法人税等調整額 6,208 25,526 5.0 2,551 12,260 2.4 △13,266 △2.6 6,090 45,293 4.3 

中間(当期) 
純利益   48,759 9.7   35,903 7.1 △12,856 △2.6   87,341 8.3 
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(3）中間株主資本等変動計算書 

前中間期 (自 平成19年１月１日 至 平成19年６月30日) (単位：百万円)

科目 

株主資本 
評価・ 

換算差額等 

新株 

予約権
資本金 

資本 

剰余金 
利益剰余金 

自己 

株式 

株主 

資本 

合計 

その他 

有価証券 

評価 

差額金 

繰延 

ヘッジ

損益 資本 

準備金 

利益 

準備金 

その他利益剰余金 

特別 

償却 

準備金

固定資産

圧縮 

積立金 

別途 

積立金 

繰越 

利益 

剰余金 

前期末残高 126,354 122,078 31,278 2,607 13,859 659,310 63,455 △62,745 956,199 132,064 － －

(当中間期変動額)                        

配当金             △9,361   △9,361      

特別償却準備金 

取崩額 
      △512     512   －      

固定資産圧縮 

積立金取崩額 
        △42   42   －      

中間純利益             48,759   48,759      

自己株式の取得               △13 △13      

自己株式の処分             △8 304 295      

株主資本以外の 

項目の当中間期 

変動額(純額) 

                  △440 △160 10

当中間期変動額合計 － － － △512 △42 － 39,943 291 39,680 △440 △160 10

当中間期末残高 126,354 122,078 31,278 2,094 13,817 659,310 103,399 △62,454 995,879 131,623 △160 10
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当中間期 (自 平成20年１月１日 至 平成20年６月30日) (単位：百万円)

科目 

株主資本 
評価・ 

換算差額等 

新株 

予約権
資本金 

資本 

剰余金 
利益剰余金 

自己 

株式 

株主 

資本 

合計 

その他 

有価証券 

評価 

差額金 

繰延 

ヘッジ

損益 資本 

準備金 

利益 

準備金 

その他利益剰余金 

特別 

償却 

準備金

固定資産

圧縮 

積立金 

別途 

積立金 

繰越 

利益 

剰余金 

前期末残高 126,354 122,078 31,278 1,560 13,647 659,310 132,530 △62,381 1,024,379 114,573 △142 40

(当中間期変動額)                        

配当金             △10,144   △10,144      

特別償却準備金 

取崩額 
      △441     441   －      

固定資産圧縮 

積立金積立額 
        78   △78   －      

別途積立金 

積立額 
          110,000 △110,000   －      

中間純利益             35,903   35,903      

自己株式の取得               △4 △4      

自己株式の処分             △19 65 45      

株主資本以外の 

項目の当中間期 

変動額(純額) 

                  △24,241 △624 38

当中間期変動額合計 － － － △441 78 110,000 △83,897 60 25,799 △24,241 △624 38

当中間期末残高 126,354 122,078 31,278 1,119 13,726 769,310 48,632 △62,321 1,050,179 90,331 △766 78
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前  期 (自 平成19年１月１日 至 平成19年12月31日)                    (単位：百万円) 

科目 

株主資本 
評価・ 

換算差額等 

新株 

予約権
資本金 

資本 

剰余金 
利益剰余金 

自己 

株式 

株主 

資本 

合計 

その他 

有価証券 

評価 

差額金 

繰延 

ヘッジ

損益 資本 

準備金 

利益 

準備金 

その他利益剰余金 

特別 

償却 

準備金

固定資産

圧縮 

積立金 

別途 

積立金 

繰越 

利益 

剰余金 

前期末残高 126,354 122,078 31,278 2,607 13,859 659,310 63,455 △62,745 956,199 132,064 － － 

(当期変動額)                        

配当金             △19,506   △19,506      

特別償却準備金 

取崩額 
      △1,046     1,046   －      

固定資産圧縮 

積立金取崩額 
        △211   211   －      

当期純利益             87,341   87,341      

自己株式の取得               △26 △26      

自己株式の処分             △19 390 370      

株主資本以外の 

項目の当期 

変動額(純額) 
                  △17,491 △142 40

当期変動額合計 － － － △1,046 △211 － 69,074 363 68,179 △17,491 △142 40

当期末残高 126,354 122,078 31,278 1,560 13,647 659,310 132,530 △62,381 1,024,379 114,573 △142 40
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